ジャン・デュフルネ「リュトブフを求めて」 by 岩本 修巳 et al.
多数の小さな谷を持っていることからle Vallage という名を持つ地方で
生れた。わたしにとって最も美しい住いとは，谷の窪地，勢いの良い水の
ほとり，柳が作る短い影の中にあると言えるかもしれない。｣
り。トブフ作品名の和仏対照表
　『アリストテレスのディＪ　　　Le Dit d'Aristote
　ｒ浮き世の傷口Ｊ　　　　　　　Les Plaies du Monde
　ｒ浮き世の暮しＪ　　　　　　　La Vie du Monde
　７浮き世の姿Ｊ　　　　　　　L'Etat du Monde
　rエジプト女聖マリア伝Ｊ　　La Vie de Sainte Marie l'Egyptienne
　ｌｒ海外哀歌Ｊ　　　　　　　　　La Complainte d'Outre Mer
　ｒ偽善のディＪ　　　　　　　　Le Dit d'Hypocrisie
　７香部屋係りと騎士の妻Ｊ　　　Le Sacristain et la Femme au Cheva-
　　　　　　　　　　　　　　　　Her
'『コンスタンチノープル哀歌Ｊ　La Complainte de Constantinople
ｒ逆向きルナールＪ　　　　　　Renart le Bestourne
『シャルロと床屋J　　　　　　La disputaison de Chariot et du barbier
rジャコバン教団のディＪ　　　Des Jacobins
ｒジョフl='ア・ド・セルジヌ殿　La Complainte de　MgrGeoffroi　de
哀歌Ｊ　　　　　　　　　　　　Sergines
　ｒ新篇海外哀歌Ｊ　　　　　　　La Nouvelle Complainte d'Outre Mer
　ｒ聖教会のディＪ　　　　　　　Le Dit de Sainte Eglise
　゛聖女エリザベト伝Ｊ　　　　　La Vie de Sainte Elysabel
　ｒ聖母の九つの喜びＪ　　　　　Les neuf joies Nostre Dame
　'『チュニスヘの海路Ｊ　　　　　La Voie de Tunes
　'『天国への道Ｊ　　　　　　　　La Voie de Paradis
　？パリサイ人のディＪ　　　　　Du Pharisien
　'『美徳と悪徳との戦いＪ　　　　La Bataille des Vices contreles Vertus
　r冬のグリエシュＪ　　　　　　La Griesche d'hiver
　｀『ブリシュメールＪ　　　　　　De Brichemer
　'『リュトブフの結婚Ｊ　　　　　Le Mariage Rutebeuf
　ｒリュトブフの嘆き節Ｊ　　　　La Complainte Rutebeuf
　　　　　　　　　　　-102(39)-
－103（38）－
故救いの力を与えたのか。渡海はヘブライ人の紅海越えと結びつき，一種
の儀式としての意義を持ち，それは復活を予告する。十字軍士は同時に，
エジプトから解放されたヘブライ人の行動と，死の罪に対する勝者たるキ
リストの行動を再現しているのであり，彼らは迫害者ファラオのように水
中に呑み込まれてその罪障を清算するのである。
　これらは伝統的に使用されてきたシンボルかもしれないが，リュトブフ
は多分バシュラール26）と同じくシャンパーニュ人として，象徴としての水
を極めて個性的に用い，それは全詩篇を構築するこの哀れなジョングルー
ルの強迫観念と連動している。偽善，暴力そして死の餌食となって頽廃，
堕落した世界を浄化しなくてはならぬという強迫観念である。
以上はJean Dufournet, A la recherche de Rutebeuf, in Melange
Foulon 1981， pp. 105-114.　を訳出したものである。原文には各頁に脚注
の形で計45個所にわたって注記が付されている。拙訳は都合により次のよ
うに処理した。
　１部に付されたもののうちリュトブフ作品の引用作品名と行数のみを示
す場合は訳文中に追記し，その他はほとんど（Ⅱ部では上の場合も含み）訳
出した。
　必要と思われる場合随時〔　〕に訳注を付した。末尾にはリュトブフ作
品名（本論中に引用されたもの）の和仏対照表を添えた。
　原注
－104（37）－
　　Par pou ne le fistpescheor
　　Dedenz la mer
そしてリュトブフが自分の浮き沈みの多い運勢を面白可笑しく示すついで
に示唆しているように，十字軍の意味も先ず，波浪に生命を賭けることに
ある事の説明もつく。
　　エジプトに遺ると言ったって
　　俺の苦しみに比べりや
　　いささか軽い位のもんだ（『リュトブフの結婚』17-19）
　　Envoyer un homme en Egypte,
　　Ceste dolor est plus petite
　　Que n'estla moie
　この故に，この危険の故に港や星,船,錨,岸の積極的な意義が存する21）。
バシュラールが述べた様に22），「海水が非人間的な水であること，尊重さ
れる元素として人間に直接に寄与するという第一の務めに欠けているこ
と，これは神話学者らが余りにも忘却している事実である。」
　以後，航海は一個の試煉であり，天国を約東する救いの手段の一つとな
る。その危険と苦痛の故に，最良の巡礼行なのである。
　　全ゆるお参りの主たる神は
　　そのような航海に赴く人をより愛される。（『チュニスヘの海路』45ぺ6）
　　Plus ainme Dieu que home qui emprent teilvoiage
　　Qui est li souverains de tout pelerinage
　そこへ行くことを最良の人々が呼びかけている「海の彼方」23）こそは，
このような冒険に立ち向うことによって得られる聖性と偉大さの試金石な
のである。深刻な調子でポヮチエ伯が24)皮肉っては『薬草売りの口上』
で的屋が「海を渡り，モレア国を通って戻ってきましたわいな」と声を上
げてそれを証言している。これこそ自らを浄化する最上の手段であり，そ
の時海は象徴的に「清く澄む」25）のである。「塩辛い海を渡る」航海に何
　　　　　　　　　　　　　　－105（36）－
　　Sur le vivier chante le cygne,
　　Tout en glissantde long en large
　　Et en chantant toujours plus bas
　　II plonge et rend son dernier souffle.
　この不吉なｍａｌｅｆｉｃｉｅｅ水は別の形体も取る。河床から氾濫して流出
し，あたかも宮廷で「成り上った」15）不忠の奴輩のように荒れ狂う奔流で
もあり，また貧乏人を苦しめ16），聖女に成るべきひとを浄化しつつ試み17），
堕落した騎士達の家を壊してその者達の崩壊を遂行する18）雨でもあるのだ
が，その様はリュトブフが『聖教会のディ』（20-21）の中で
　　神が諸兄の上に，彼地〔地獄〕で降るような
　　そんな雨を降らせはしないかと
　　Ne face Diex sor vos plovoir
　　Tele pluie qui la degoute!
怖れる程なのだ。
　ョナに死の苦しみを嘗めさせ，恐れさせるものは，なかんづく深い海で
あり19)海こそはジャン・ドゥリュモー2o）が教示した通り，この上ない恐
怖の場なのであり，敵に対して望み得る最悪の事態とは，海の危険に立ち
向わせることである程なのだ。
　　ある者は相手に向って
　　海がどんなに荒れ狂った最中でも
　　フェルト帽を被る約束をさせたがる所だ（『浮き世の姿』37-39)
　　Li uns covenz voudroit de l'autre
　　Qu'il fust en un. chapiau de fautre
　　El plus pereilleusde la mer
　かくして漁師稼業が最も苛酷なものの一つに数えられるということも説
明がつくし，
　　すんでの所で奴を海の中の
　　漁師にしてしまう所だった。（『逆向きルナール』20-21）
　　　　　　　　　　　　　　－106（35）一
渦巻く」11）水である。淀み，重たく目蕩んだ，エドガー・ポーのコントや
詩の中に出てくるような水は，われわれの魂の過去を示す映像だが，それ
は「もはや飲まれる物質ではなく，〔能動的に〕飲む物質である。それは影
を，黒いシロップをのむように呑み込むのだ」12）人里離れ，死せる如き湖
から溢れ出る水，わずかに津み出ている例の地下水，それは盛り上り息を
吐き出して，暗くなり死に至る世界を穿ち苦しめる。あの渦巻きがなけれ
ば，それは泥だらけの「汚れた」地獄のような溜り水になるところだ。沈
黙の内に閉じ込められた水は「死の真の物質的な支えなのだ。」13）
　　「物言わぬ水，暗い水，淀む水，底知れぬ水，それぞれが死への思いに
　対する物質的な教訓。だがそれはヘラクレイトゥス流の死の教訓，流れ
　る川のように，われわれを流れと共に遠くへ運び去る死の教訓ではな
　い。それは動かない死，深みでの死，我々と共に，我々の傍らに，我々
　の内に住んでいる死の教訓なのだ」14）
　リュトブフにとって，これこそ偽善の完璧なシンボルであり，偽善の仮
面が破滅と崩壊とを覆い隠しているというのだ。
　　『浮き世の姿』の驚くべきイメージの中に見てとれるのもこれと同じ象
徴主義である。騎士達は皆が皆，ロランやオリヴィエのような騎士も姿を
消してしまった。
　　皆は他の中で溺れる（150）
　　Tuit sont noie en un vivier
　これには。ングが『リビドの変容と象徴』331頁で引用した次の詩を思
い出させるものがある。
　　池の上で白鳥が歌う
　　縦横に滑りながらも
　　そして段々と鳴き声を潜めながら
　　白鳥は潜り，最後の息を引き取る
　　　　　　　　　　　　　　－107（34）－
　　誠実で清く美しい心から。(『『聖女エリザベト伝』1871-1882)
　　Et si avoit une coustume
　　Qu'autre gent gueres n'acoustume
　　(Ｎｅ cuit que James nus tele oie),
　　Que lors qu'ele avoit plus grant joie
　　Ploroit ele plus tendrement,
　　Et veissiezapertement
　　Qu'il ne paroit dedenz son vis
　　Corouz ne fronce； c'ertavis
　　Ａｉｎ9０1ｓcheoitａ lerme plaine
　　Com li ruissiaus de la fontaine.
　　Les lermes vienent, c'estla fin,
　　Du cuer loial et pur et fin
　同様に，ある川の渡河も浄化に結びつけられている。エジプト女マリア
は先ず｢平底船で｣ヨルダン川を渡り，次いでその水の上をキリストに似
た姿で歩くのである。
　　右手で流れを指し示し
　　次いで川に入り，渡り切った
　　何の苦もなく
　　足の裏も濡らさなかったが，
　　それは聖なる書に歌われている通り(『エジプト女聖マリア伝』1032-
　　1036)
　　De sa main destre saigna l'onde,
　　Puis entre enz, outre s'en passa,
　　Que de noient ne ｓ'ilassa
　　Ne ｎ'ｉmoilla onques la plante,
　　Si com l'escripturele chante
　しかし生命の物質たる水は，両義的な夢にとって，死の物質でもある。lo)
奇妙に見えるが極めて示唆的なイメージが二度繰り返される。｢流れずに
　　　　　　　　　　　　　　　－108(33)一
　　Dont liissiet sane et eve
　　Qui ses amis netoieet leve
　涙も同様の役割を演じる。
　　するとこの善き女は，膝を露わにし
　　肘を露わにして
　　両の眼から落ちて
　　その紅いの顔を濡らす
　　涙の雫で
　　舗石をも濡らす（『エジプト女聖マリア伝』252-257)
　　Adonc se mistla bone fame
　　Ａ nuz genouz etａ nuz coutes,
　　Le pavement moillede goutes
　　Qui des iex li chieentaval,
　　Qui li moillenttout contreval
　　Le vis etla facevermeille
　涙は心の清らかさの証しであって例えば聖エリザベトの場合，彼女の喜
びは涙によって表わされる。
　　彼女には，他の人々が持ちはすまい
　　そんな癖が一つありました。
　　　（誰かこの様な癖の事を聞いた者があるとは思わぬが）
　　それは，一たび大いに喜びを覚えた時に｡は，
　　この上なく優しい様子で涙を流すのでありました。
　　もしその顔を明からさまに見たとしても
　　そこには怒りも無ければ
　　しわも無いという訳で
　　まるで泉から流れ出る清い流れのように
　　涙が流れ落ちるのです。
　　涙が出て参りまするその源は
　　　　　　　　　　　　　　－109（32）－
と肉体にとって生命の泉たる水は改悛に結びつく。エジプト女マリアはョ
ルダン川のほとりで悔改の生活を始めるにあたって
　　聖められた水を飲んだ。
　　それを飲み下した時，大いに喜びを得た。
　　顔をその水で洗ったが
　　大いに喜びを感じ，楽しみを覚えた。（389-392）
　　De l'eve but saintefiee;
　　Quant beiil'ot, moult en fu liee.
　　De l'eveａlavee sa teste;
　　Moult en fistgrant joie et grant feste
　　「聖められた」という形容詞は水を，洗礼の儀式に準えた聖水にしてレ
る。相変らずの同形表現isomorphisme中でこれと同じ役割を演ずるの
が，隠者ゾジマスがその顔をつける「川」である。
　　ゾジマスはその場にうづくまり
　　涙がその顔に流れる（『エジプト女聖マリア伝』（825-826）
　　Zozimas se jut en la place;
　　L'eve li cort par mi la face
　そしてキリストの脇腹から流れる血と水もまたそれで，
　　脇腹から血と水が流れ出て
　　その友達を洗い清め（『海外哀歌』71-72）
　　Du coste issi sane et eve
　　Qui ses amis netoie et leve
　　ロンギヌスが槍で傷を負わせたのは
　　まさしくわれらの主であって
　　そのため血と水が主から流れ出て
　　その友達を洗い清める（『エジプト女聖リア伝』1069-1072）
　　C'est li sires, tout sanz doutance,
　　Que Longis feride la laxLce
　　　　　　　　　　　　　　－110（31）－
が特別な地位を与えている物質であり，中でも清い水が優位を占めている
ように思える。それは『薬草売りの口上』の中で的屋が語るところの「美
しい清水」5）であり，バシュラールによれば善の物質であり,6）新鮮さの具象
であり，それに映せば自分を見失うことのない鏡であり,7）若返らせ元気を
回複させ病いを治し精力をつけてくれる原動力であり，優しさと純潔の主
人公たる「青春の泉」であるのだ。それは「泉」，「源」そして「流れ出
る水」iaue qui decot?,8）規則正しく流れて決して涸れることがなく，荒
廃をもたらし泥まみれの洪水となって溢れたりすることのない水なのであ
る。
　従って詩人はこの比喩を世俗的な偉大さ（「宮廷風礼節の泉であった」ナヴ
ァール王）を賞讃するためやキリスト教的栄光を称揚するため（聖処女こそ
は「天国の泉，われらの生命を保たせ給う井戸であり泉，世の汚辱を清め給う水」）
に利用している9）。水という言葉はある文脈では皮肉な意味にも用い得る。
例えば『逆向きルナール』でノーブル王の顧問官について次のように述べ
られる。
　　その四名は泉であり，みなもとなり
　　その四名はお家全体の
　　　　意志であり声なのだ。（104-106）
　　Cil quatre sont fontaine et doiz,
　　Cil quatre ont l'otroi et la voiz
　　　　De tout l'oste.
　が，直ちに第110行「これらは王家の財産なるぞ！」がリュトブフの批
判的見解を表明している。?〔それら〕をciｓt〔これら〕に替えれば済む
のだから。更に第111-n2行で沈黙という観念が加わる。
　ところで「泉の清い水」は悪魔とは滅多に関わりを持たず，ダイヤモン
ドの河流のような価値付与を受けることもあるという効果的な力であっ
て，生活必需物として活力を与え，清めて呉れるものなのだ。こうして魂
　　　　　　　　　　　　　－1n（30）－
もたらす一一のに対して，より曖昧な「水」は以下に指摘する二個所の引
用がよく示しているような対照形式の中で主要な役割を演じている。その
一つ『聖教会のディ』の一節は流れる水と淀んでいる水とを対比させてお
り，
　　流れることなく渦巻いている水は
　　停まることなく流れる水よりも
　　ずっと速かに人を溺れさせる
　　この故に言って置くが，神よ我を見守り給え！
　　神に仕えるフリをしている者達は
　　流れない水のようなものなのだと。（85-90）
　　L'eve qui sanz corretornoie
　　Assez plus tostun home noie
　　Que cellequi ades deco比
　　Pour ce vous di, se Diex me voie,
　　Tiex fetsenblentqu'a Dieu s'aploie
　　Que c'estl'evequi pas ne cort
　いま一つは『十字軍士と不参騎士との論争』の一節で，十字軍反対の立
場を採る騎士の口を借りて作者が，豊かに湧き出す泉に，水の涸れた渓流
と深い海とを対比させている。
　　吾輩はコンコンと流れる泉の方を
　　夏に涸れてしまう泉よりも好むのだが
　　貴殿の海はそれにしてもあまりに深く
　　海を怖れる事は実にもって正しき事也。（197-200）
　　J'aing mieux fontainequi soronde
　　Que celequ'en esteis'esgoute,
　　Et vostremer estsi parfonde
　　Qu'il estbien droizque la redoute
　「水」はその言及が作品全体量からみて比較的稀でありはしても，詩人
　　　　　　　　　　　　　　－112（29）－
　　火鉢の傍で，まっ赤になって身震いしている。
　　Chaud comme feu et tremble dent a dent……
　　Lez un brasierfrissonne tout ardent.
　ここに，詩人と作品との矛盾の数々を知らしめ，真の行動主体である外
的世界と実体を失った詩人との奈何ともしがたい緊張を説明し，また数々
の不幸を受ける客体たる田面と苦しむ意識であるμ，日を追う毎に全て
を失いその人間性，一貫性，現実までを失い，常套句によってしかもはや
自己表現できず，生計の弱点や窮乏振りを話の都合で披露する羽目とな
り，人間の完璧な不在に近付くことになった，そんな報告の一つの方法を
ここに見ることができるのではなかろうか。吟遊詩人の真の苦悩が，宮廷
風詩と言語との解体の中に，理性から逃れ不在なるものに現存を付与して
いるところの，言語のうちで最も晦渋な形体によって表明されているので
ある。意味が空虚になって唯，無だけを意味するようになるにつれて，言
語は（行間に，いわば側面的に）厚みと重みを増して，この浮き世に向い合
う人間の弱さを意味するものになるのである。
　　　　　　　　　　　Ｈ　リュトブフと水の詩
　　渓流，川，滝は従って，人間達が自然と理解できることばを持ってい
　る……渓流はそれでも，痛みや思い出にもかかわらず，話し方を教えて
　くれるだろう。それは文飾による幸福感を，詩による力を教えてくれる
　だろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　ガストン・バシュラール4）
　　「火」と「空気」はリュトブフ詩の中では控え目な地位を占めているー
　「火」が大抵の場合常套的なシンボル（地獄の業火や情熱の炎として焼き
尽すものあるいは冷える浮き世の消えた灯という否定的な形で登場し，
　「風」は例えば『冬のグリエシュ』［13-］6）や『リュトブフの嘆き節』（120
-124）のように破壊をもたらし，時には黙示録〔が示すところ〕の荒廃をも
　　　　　　　　　　　　　　－113（28）－
働き手じゃない」）
5.　アノミナチオによる表現中にもこの矛盾を見出すことができる。写本
伝承の不確かさを認める点でファラルと見解の一致を見るものの，〔写水
中に〕最も頻出する形はRustehuesだという事は言って置かねばならな
い。更にデルブィュ氏の意見を援用すれば，ｒｗｓtｅが「力強い」や「乱暴
な，烈しい」という語義を持つｒｕiｓtｅの一異形だとも考えられる。こう
した語義が認められれば，牛boeufとの組み合せはファトラジーの，丁度
　『浮き世の傷口』(23-25)でかｇとtｒａｍｂｌｅとの地口にその生成が見ら
れるような非共立性incompossibiliteに極く近い所にあるのだ。
　　何にも持ってない奴は気違い呼ばわりされる
　　奴は自分の材木を皆売ってしまった訳ではないが，
　　その内　樵の木（気違い）を残して置いたのだ。
　　Fols est clamez cil qui n’ａrien:
　　Ｎ’ａ pas vendu tout son.mesrien,
　　Ainz en ａ un fou retenu…
　上の詩行の中でy四には「気違い」と「樵の木」の両義があり，次い
で『リュトブフの結婚』（68-69）では更に拡がって「火」という第三の語
義〔加zすなわち加べ火〕の方言形）がファトラジー風の彩どりを添えて
いる。
　　俺には薪の樫もない
　　そこに居る時，あるのは，樵の木（気違い，火）とポプラ（震え）。
　　N'ai pas busche de chesne ensamble ;
　　Quant ｇ’isui, si a fou et tramble.
　木々の名称の裏に二つ別の意味，すなわち「気違いが居て震えている」
と「大の気があるのに震えている」という両義が見出される。それはまた
　『ブロアの歌合せのバラード』の第２，第４行を思わせもする。
　　火のように熱くしかも歯を鳴らして震える……
　　　　　　　　　　　　　　－114（27）－
　　Por povrete qui moi aterre,
　　Qui de toutes parts me muet guerre
　　　　Contre l'yver,
　　Dont moult me sont changie 1i ver,
　　Ｍ:on dit commence trop diver
　　　　De povre estoire…
　そして『リュトブフの嘆き節』（80-82）
　　この言葉は俺には厳しく，酷だ
　　そのせいで俺の歌も随分と変った
　　　　去年から。
　　Cist mot me sont dur et diver,
　　Dont moult me sont changie 1i ver
　　　　Envers antan.
　「俺の歌は随分と変った」という言い回しは，比喩的な（私の生活水準は低
下した）という意味と字義通りの意味，すなわち（私の詩は困窮の為に変化し
今や貧乏のことしか語れない）という意味をも同時に含んでいる。この北仏
詩人は，「違う歌を歌う」というありふれた表現に，新しい生命，より深
みのある息吹を入れたのだ。貧乏が詩才を変質させたのだが，少くともそ
れは作品に真実味と濃さとを与えたからである。
4.ところで問題の形容詞はシンボルとしてポジチフな要素を合わせ持っ
ている。それは自分自身の内外で遭遇する困難を物ともしない，牛の我慢
強さ，癇の強さ，執拗さである。（牛は〔キリスト生誕の〕秣おけの動物であ
り，また聖ルカの〔シンボルたる〕動物でもある。）こう言えば直ちに反対の声
が上るかもしれない。リュトブフは他の個所でも，また『天国への道』で
は殊に冒頭部で（20，70），自分は大の寝坊である，と言っているではない
かと。実を言えばリュトブフは，「哀れなジョングルール」の伝説を採用。
しながらも，曖昧さ，表面上の矛盾をそのままにして置きたいと考えたの･
である。詩人の作業は肉体労働者のそれとは無縁だからだ（「俺は手を使シ
　　　　　　　　　　　　　　　ー115（26）－
手さを特に強調する訳でもない。女性は（殊に『エジピト女聖マリア伝』の著
き出し部で）誘惑者として2），及び罪の贖い人聖処女という二つの面に限っ
て登場する。十字軍関係の詩篇でも宮廷風礼節に基く責務が宗教上の義務
と桔抗することは決してない。
　要約すれば，リュトブフは四ゐという形容詞によって意識的に，前宮
廷風及び反宮廷風の潮流に与しつつ，武勲詩の英雄たちや初期十字軍の勇
士達の荒々しさ，厳しさを賞讃しているのであり，そこから直接彼の理想
像が生れ出ているのである。
ふ　また一方で，この諢名によって哀れなジョングルールの伝説に一章を
追加していると見ることもできる。ジョングルールの悪行と不幸をリュト
ブフはくどくどしく述べている。彼の「仕事振りが粗っぽい」訳は厳しい
生活条件がその詩的創造に枷をはめているからではないだろうか。エドモ
ン・ファラル3）によれば，これらの操作はリュトブフが言うべきでないか
もしれぬ事を言い，言うべからざる遺り方で物を言った可能性を示してい
る。詩人は内容や形式よりも着想をこそ伝達しようとしていると考えるこ
ともできる。これを書き込むのは容易ではないだろう。諢名を呈上したと
思しき同時代人達の意見を代弁しているのか，己れの意見として述べるこ
とを買って出た○か，あらゆることが重り合って書くことを難儀なものに
している。妻の不気嫌，子供の泣き声，寒さ，窮乏，幻滅。彼には，寛大
な君候の宮廷に傭われて好適される宮廷詩人を思わせるものは何一つない
のだ。『冬のグリエシュ』（4-9）の詩句の由来はここにある。
　　俺を打ちのめす貧乏のせいで，
　　こいつ〔貧乏〕は冬になると四方八方から
　　　　俺に戦さをしかけ，
　　そのせいで俺の歌も随分と変った
　　俺の語は哀れな物語を始めるのに
　　　　やけに酷な調子さ
　　　　　　　　　　　　　　－n6（25）－
　　戦うのを常とする者達の（『海外哀歌』4-5)
　　De eels qui se seulent combatre
　　Ca en arrierspor sainte Yglise
冒険物語を語っているのである。
　あるいはまた前述の言葉を通常の意味から外して用い，非難さるべき現
実の事象にそれらを当てはめたりする。例えばギョーム・ドウ・ロリスの
「歓待」は『天国への道』484で「淫乱」の門番になり，「淫乱」自身「い
とも気高き婦人」( 489行）という具合なのだ。時には宮廷風礼節も偽善の
一形式になりかねないようだ。
　リュトブフは他の個所でも宮廷風主題を嘲ってパロディにしたり，裏返
したりするのだが，その証しの一つは『偽善のディ』導入部（1-20行）の冬
景色である。この部分では胡桃の実を一心不乱に土中に埋めているカアカ
ア鳥と，地虫の冬ごもりが，続いて酔いつぶれてぐっすり寝入った詩人が
描かれ，詩人は次いで夢の主人公になるのである。いまひとつの例は『天
国への道』の春の装飾部（1-8行）で，悪虫どもが地中から這い出て大地は
様々の花を於るのである。彼の狂おしい恋はどこに在るのか,冬を歌う物語
の枠として〔通常の〕春の詩節に取って代り（『リュトブフの結婚』5）正気の
沙汰ではない結び付き〔結婚〕で締めくくるのだが，お陰で詩人の敵をす
っかり喜ばせ，友人を絶望の淵に落してしまう。恋の殉教者（『リュトブフ
の結婚』15）だと言っても，つれない美女の冷い仕打ちを耐え忍ぶという
のではなく，むしろ思いを遂げたもののこんどはそれを厄介払いできない
からなのだ。詩人は狂気に導かれて行ったのだが，それは愛の狂気ではな
い。というのも彼の妻は何処を取っても情熱をかき立てさせるもの（愛嬌
も美貌も財力も若さ）を持たず，とどのつまり誰一人として彼女に言い寄る
者は無く，彼女が詩人を裏切ることなど出来っこないからである。
　自分の妻を別にすればリュトブフの作品から女性は事実上除外されてい
る。その妻を誉めはしないが，だからと言って醜さや詩人を苦しめる身勝
　　　　　　　　　　　　　　－117（24）－
するものとして自己規定しているのではないか，そうして宮廷風の装飾や
優美の文体，「トポス」〔常套表現〕，心理的・知的内容を遠ざけているので
はないか，
　この印象を確認するには簡単にいくつか指摘するだけで事足りると思わ
,れる。
　　リュトブフはその作品中でどんな著名人の名を挙げているか。ロレンツ，
アンドレアス，ペテロ，パウロと云った聖人伝の主人公たち;シャルルマ
ーニュロラン，オリヴィエ，ネーム，アイョールなどの叙事詩の主人公
そして第一次十字軍の歴史一叙事詩的主人公たちの名が挙げられる。ある
いはまた『狐物語』の登場人物たちの名前も出てくるが，リュトブフはこ
の物語からブリシュメール，イザングラン，ベルナール……などの名前を
借用したばかりか，中でも第XI枝篇は『逆向きルナール』の下敷きに使
われている。『天国への道』第419行でカルリオン〔冒険物語のすなわち
･宮廷風騎士道物語の地名〕を挙げることになったのは，この名前を用いて同
音異義脚韻が成立するからである。アーサー王に言及する場合も『ブリシ
ュメール』中で（ブルトン人たちが彼らの王を待ち望んでいる1）」（第15行）
ことを思い出させて嘲笑うためである。
　リュトブフも宮廷風文学の主題や表現を用いているだろうか。彼はそれ
らに別の内容を付与するのである。「誠実で洗練された心」，「宮廷風礼節」
　「雅びの愛」は〔宮廷風恋愛ならぬ〕神と結びつけられ〔例えば『ジョ
フロア・ドゥ・セルジヌ殿哀歌』の冒頭部〕，「優しい貴婦人」は人間の救
済に寄与する聖処女を表わし，「幸運」や「優しい眼差し」は〔擬人化さ
れた〕「謙虚」の徳を形容する役目を務め，「愛の神＝キューピッド」につ
いては『天国への道』で観察される明白なズレが証明するようにもはや何
ら世俗的要素を持たないのである。様々な物語が諸候を楽しませるとリュ
トブフが言う時，それらの物語は
　　聖なる教会のために後楯となって
　　　　　　　　　　　　　－n8（23）－
Qu'assez en sa rudece merit,
Rima la rime rudement:
Quar por nule riens ne croiroie
Que bues ne fei'strude roie,
Tant i meist l'en grant estude.
Se Rustebues fet rime rude,
Je n'i part plus, mes Rustebues
Est ausi rudes comme uns bues
　上に引用した二個の展開の中でリュトブフは形容詞四面については意
味の，そして名詞ｂｏｃｗfについてはシンボルとしての多義性を操作し，
そればかりか恐らくは両部で対比させているＲｗｄｅｂｗｅｓ/ Ｒｔｔｓfebｗｅｓとい
う二形をも操っているのである。
　それでは一体この諢名は何を教えてくれるのか。
1.　この名前は先ず，一つの長い伝統，詩人の伝統から発したものであ
る。つまり詩人は真実からのもしくは見せかけの謙遜によって聴衆の寛大
さに訴える。伎倆の拙さと語題のうちあるもののそうと意図せぬ耳障りの
悪さに対する寛大さである。この「貶下的」解釈は次の三方向に展開する
ことができる。
i）この詩人は粗野で，無教養，無学かつ田舎臭いという意味で回心で
　ある。すなわち彼の詩情には宮廷試作品のもつ熟練した精妙さが少しも
　ない。
　ii）詩人は耕作牛のように鈍重であって，重苦しい熱心さで同じモチー
　フ，同じ技巧を繰り返す。
　iii)詩人は冷酷で，気難しく，耳障りであり，その詩情には諷刺的主調
　があってそれが人の調子を狂わせ，不快な思いをさせる。
2.作品全体を考えに入れれば，直ちにこの諢名にはポレミックな側面が
あることに気付く。むしろファブリオの動物である雄牛を看板として選
び，四面を形容詞として選ぶことによってリュトブフは，宮廷風と対立
　　　　　　　　　　　　　一n9（22）－
Et Rustebues en un conte a
Mise la chose et la rima.
Or distil que, s'en la rime a
Chose ou il ait se bien non,
Que vous regardez a son non,
Rudes est et rudement oevre;
Li rudes horn faitla rude oevre.
Se rudes est, rudes est bues:
Rudes est, s'a non Rudebues.
Rustebues oevre rudement,
Sovent en sa rudece ment
リュトプフが粗っぽく韻を踏み
その韻文の中に荒さがあるからには
韻を踏んだ男に用心して下され。
粗っぽい仕事振りのリュトブフは
荒っぽい仕事を荒々しくやってのけ
ついでにかなりの嘘もつき
雑な韻も踏ませるが，
そもそも牛が雑な畝溝をつくらないとは
どんなことがあっても信じかねる
それ程牛が精を出すなんてことは。
リュトブフが粗っぽく韻を作ることなど
もう話したくもない。リュトブフ奴は，
牛みたいに荒々しい男だもの。（『聖女エリザベト伝』2156-2168）
Se Rustebues rudement rime
Et se rudece en sa rime a,
Prenez garde qui la rima.
Rustebuef, qui rudement oevre,
Qui rudement faitla rude oevre,
－120（21）一
としたり，
　または諢名を分解して二個の構成要素を指摘することもある。
　　俺はリュトブフと呼ばれているが
　　「荒い」「雄牛」ということだ（『偽善のディ』45-46)
...horn m'apele Rutebuef,
Qui est dit de ((rude)) et de <(buef≫
わたくしのために，わたくし名前をリュトブフと申しますが，
その名の訳は「荒い」「雄牛」ということでして（『エジプト女聖マリア
伝』1301-1302）
Por moi, qui ai non Rustebuef,
Qui est dit de ((rude)) et de ((buef≫
　あるいはまた四面及びその派生語によるアノミナチオ〔ラテン詩法の用
語。同一語を少しずつ意味を変えて用いたり，若干語形を変化させて繰り返す技
法。結果的に同音（類似音）重畳〕を延々と展開してみせる。何人もの学者か
ら，これは労作と言えども児戯めいたものと判定されている。
　　そこでリュトブフは件の話をば　　750
　　ひとつの物語に納めてそれに韻を踏ませたのだ。
　　さて彼の語った所では，善からぬ事を含む話を
　　押韻しとげた所以は，彼の名前にこそ
　　注目してもらいたいものとな。この御人
　　荒々しくて，仕事振りは粗っぽい。そもそも　　755
　　荒い男は粗い仕事をするもの。
　　彼が荒いとして，荒いのは牛である。
　　彼は荒いからして，名を荒牛という。
　　リュトブフは粗っぽい仕事振りにして
　　その粗っぽさの内に，しばしば嘘をつく（『香部屋係りと騎士の女房』
　　750-760）
　　　　　　　　　　　　　　－121（20）－
｜翻　訳
　　ジャン・デュフルネ
　　　　　リュトブフを求めて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩本條巳
　　　　　　　　　　　Ｉ　曖昧な渾名
　リュトブフRutebuefの名はファラル。バスタン版に依拠する所，作品
中に十五回現われる。一種の署名として『新篇海外哀歌』の最終行:
　　リュトブフはその説を終える
　　Rutebues son sarmon define
のように単に名前を記すだけのものや，
　その諢名の形体とは何ら共通点の無い形容語を詩人が付け加えることも
あり，
　　リュトブフは真実を語る者なれば（『美徳と悪徳の戦い』38）
　　Se Rustebues estvoir disanz…
　　リュトブフは述べた。何も隠しはしない（『海外哀歌』99）
　　Rustebues dist,qui riensne 9０11ｅ…
　あるいは名前の構成要素の片一方だけを取り上げて：
　　リュトブフ，粗い仕事をする（『リュトブフの組婚』45）
　　Rustebuef, qui rudement oevre…
　　リュトブフ，粗い仕事をする
　　荒っぽい男であるからして（『天国への道』18-19）
　　Rustebuef, qui rudement oevre,
　　Quar rudesｅst…
　　　　　　　　　　　－122（19）－
